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公衆衛生学分野 
論文 
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A-e 
1. Aoyagi K: Prevalence of joint pain among women in rural Japan and urban Japanese-American women in Hawaii, 

Modernization and health in the Asia-Pacific region (Hawaii, USA), August 19-20, 2016 

B 邦文 
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1. 川尻 真也，青柳 潔，川上 純．【今、知っておきたい「リウマチ」のすべて】 (Part3)薬物治療の新しい話題 薬

物治療 バイオ製剤の新しい知見<バイオオリジナル製剤>TNF阻害剤 日本独自の単独高用量も使用できるゴリム

マブ．Bone Joint Nerve (2186-1110) 6 (2) : 365-370, 2016 
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B-e 
1. 西村貴孝，有馬和彦，安部恵代，青柳 潔．長崎県農村地域の中高年男性における骨量と骨代謝マーカーとの関連．
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2. 富田義人，西村貴孝，岡部拓大，水上 諭，金ケ江光生，有馬和彦，安部恵代，後藤 尚，青柳 潔. 地域在住高齢
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

青柳 潔・教授 労働衛生指導医 長崎労働局 

青柳 潔・教授 安全衛生専門委員 長崎労働局 

青柳 潔・教授 
保健医療対策協議会成人保健部会専門委員会 

（がん登録委員会）委員 
長崎県 

青柳 潔・教授 保健医療対策協議会専門部会（成人保健部会）

委員 長崎県 

青柳 潔・教授 健康ながさき 21 推進会議委員長 長崎県 

青柳 潔・教授 感染症対策委員会委員 長崎県 

青柳 潔・教授 環境審議会委員 長崎県 

青柳 潔・教授 公害審査委員 長崎県 

青柳 潔・教授 保健医療対策協議会企画調整部会委員 長崎県 

青柳 潔・教授 保健医療対策協議会離島医療部会委員 長崎県 

青柳 潔・教授 保健医療対策協議会母子保健部会委員 長崎県 

青柳 潔・教授 地域・職域連携推進協議会 長崎県 

青柳 潔・教授 ATL ウイルス母子感染防止研究協力事業連絡協

議会委員 長崎県 

青柳 潔・教授 保健所運営協議会委員 長崎市 

青柳 潔・教授 地域保健医療対策協議会委員 長崎市 

青柳 潔・教授 理事 日本生理人類学会 

青柳 潔・教授 英文誌編集委員 日本生理人類学会 

青柳 潔・教授 代議員 日本産業衛生学会 

青柳 潔・教授 理事 日本産業衛生学会 九州地方会 

青柳 潔・教授 評議員 日本民族衛生学会 

青柳 潔・教授 評議員 日本骨粗鬆症学会 

青柳 潔・教授 理事 九州農村医学会 

青柳 潔・教授 長崎産業保健総合支援センター相談員 独立行政法人労働者健康福祉機構 

安部 恵代・准教授 健康ながさき 21 小委員会委員 長崎県 

安部 恵代・准教授 評議員 九州農村医学会 

安部 恵代・准教授 評議員 日本生理人類学会 

有馬 和彦・講師 評議員  日本生理人類学会 

有馬 和彦・講師 評議員  日本リウマチ学会 

有馬 和彦・講師 評議員  九州リウマチ学会 

有馬 和彦・講師 健康長崎市民 21 市民推進会議委員 長崎市 

西村 貴孝・助教 監事 日本生理人類学会 

西村 貴孝・助教 評議員 日本生理人類学会 

西村 貴孝・助教 英文誌編集委員 日本生理人類学会 

西村 貴孝・助教 評議員 九州農村医学会 
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

青柳 潔・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B) 

Wntシグナルと骨・血管連関の生理的多型性 

青柳 潔・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

地域特性に基づく在宅ターミナルケアとソ

ーシャルキャピタル醸成の在り方に関する

研究 

青柳 潔・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

MRI で関節リウマチの軟骨傷害を評価し軟

骨再生医療につなげる基盤研究 

青柳 潔・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(B) 

無症候期から発症までを連結させた動脈硬

化のリスクと病態生理に関するコホート研

究 

有馬 和彦・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

慢性肝疾患におけるロコモティブシンドロ

ームの関連についての解明 

西村 貴孝・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 

高地集団の循環動態における生理的多型―

チベット族・アンデス族と日本人の比較― 

西村 貴孝・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究(A) 

日本人の寒冷適応能を構成する遺伝的要因

と生理的要因の検証 

西村 貴孝・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究(B) 

東アジアにおける『寒冷適応＝肥満抗性仮

説』の実証に向けたゲノム人類学研究 

西村 貴孝・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究(B) 

寒冷曝露時の熱産生反応からみた生理的多

型性の検討 

 
その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

安部 恵代・准教授 非常勤講師 長崎女子短期大学 

西村 貴孝・助教 非常勤講師 長崎市市医師会看護学校 

富田 義人・助教 非常勤講師 諫早医師会立長崎県央看護学校 

 


